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今ご紹介をいただきました、越知でこやざいます。

片桐（直彦）先生から「豊橋 と 愛知大学」、こ

ういうテーマでお話をと、大変大きなテーマをい

ただきま して、どういう程度でどういう話をした

らいいか、ある新聞社の支局長にご相談をかけま

したところ、「越知さんねえ、諮義式よりも、要

するに愛知大学 と豊橋市のいろいろ本に書いてい

ないようなエピソー ドを話した方がいいよ 」 と。

シルバーの元気のある皆さん、もう 60歳から 90

歳の方がここにいらっしゃるわけですから、「そ

ういう方たちはもう本当に人生の達人であります

から、いろいろな本を読んでおられる。 だから、

本に書いてあることをしゃぺらないで、本に書い

ていない逸話をしゃべれ」と言うんだけれども 、

さあ、 1 時間半逸話をしゃべりっぱなしでできる

かどうか、スライドを見ながら皆さんと 1 時間半

楽しい時間を過ごしたいと思います。

愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一／
オープン ・ リ サーチ ー センター 研究員 ー 運営委員

越知専

今日は愛知大学に研究支援諜という部署がござ

いま して、ここでは愛知大学の生い立ちから現在

までの研究、そして資料発表をいた しております。

その研究支援課の黒川さんがスライドを映写して

くれます。

黒川 （智広）さんです。 よろしくお願いいたし

ます。（拍手）この方が、私のスピーチの中で時折、

「はい、それ」、「はい、それ」 と いうわけで、ス

ピーチに合った絵を出 してくださいます。その作

業をして くださる方が黒川さんです。

それから、その次に愛知大学と豊橋技術科学大

学の講師をしております日本史の先生、佃（隆一

郎）先生。

お願いいたします。（拍手）

佃先生は、 愛知大学の 50年の歴史を調べ上げ

ている先生です。 技科大学 と愛知大学の講師をし

ておりますが、 主に日本史を中心に研究してお り

ます。

それからもう一人の方をご紹介いたしますと、

愛知大学と名古屋産業大学の講師をしておりま

す、 武井（義和）先生です。この方は、 主にアジ

アの近代史を研究しております先生です。

武井先生です。 よろし くお願いします。 （拍手）

このご 3 人の方の協力を得まして、これから皆

さんと l 時間半楽しみたいと思います。

きょう皆さんの封筒の中に挿入しであります資
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料がございます。この 3 枚の紙があるかと思いま

すが、レジュメが入っております。このレジュメ

を作成した方が、やはり愛知大学の記念センター

の RA、リサーチ・アシスタントという 4系をf寺っ

ております中西（千香）さんという方が、このレ

ジュメをつくってくださいました。だから、女性

的な文もちょっと入っております。

そういうことで、彼女は今、愛知大学と豊橋高

等学校の中国語の先生をしております。豊橋高等

学校というともともとは夜間の学校ですが、その

高校で中国語を教えているんです。全国でも高校

で授業の中で、中国語をやっているのは少ないんで

す。その中で、なぜ豊橋高等学校で中国語がある

か。おわかりになるでしょうか。それは、皆さん

ご存じと思いますが、豊橋と中国の南通市が姉妹

提携を結んでおります。もっと古くは、村山談話

というのがございまして、不幸な出来事のという、

例の。その村山総理の秘書官をやっていたのが早

川勝、今の市長であります。だから、中国に物

すごく思いがあって、ぜひこの豊橋の高等学校で

中国語を教えてくれということで中西さんが選ば

れたと聞いております。早川さんのその中国への

思いが、この高等学校の中国語の時間に当てられ

たということも一つの逸話だと思います。きょう

は新聞記者もいらっしゃいますが、そういうこと

は今まで新聞に書いていないと思います。そんな

ようなことで、できるだけ逸話を通してお話をし

たいと思いますo

片桐先生は、私よりも 3 つ年上、 80歳でした

よね、皆さんご存じのように。私は、片桐先生の

3 年後輩になります。ことし 77歳です。愛知大

学の新制の第 1 回の卒業生で、 2 ・ 8 組というメ

ンバーで、その中に後ろにいる金田さんがいらっ

しゃいます。金田さんも愛大の28年の卒業生で

す。そういうように愛知大学にはいろいろ多種多

彩にわたって活躍している方がいらっしゃいます

が、この片桐さんの友人に四方農（しかた・し

ん）さんという方がおります。四方展さんとい
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うと、お名前をお聞きしたことがあるかないか、

恐らく児童文学を勉強している人、あるいは本を

お読みになったら必ず四方長さんというのは名

前が出てきます。その四方農さんと片桐先生は、

愛知大学の学生時代、児童劇団というので、ある

いは児童のための教育、そういうのを夏休みとか

冬休みとかに市町村へ行って娯楽で楽しませてく

る。戦後ですから娯楽のない時代ですよね。その

ときに愛知大学の児童文学研究会という、四方先

生を初め片桐さんが、市町村、あるいはそういう

ところに文化活動をしていた。その時分から愛知

大学は地域に密着した、地域文化に貢献した大学

と言われております。

だから、その時分に杉浦明平さんという方はご

存じだと思います。渥美の作家ですね。あの方が、

「東三河は文化的不毛地帯だJ という論文を愛知

大学の機関誌に発表しました。そのときに、今か

らたびたびお名前が出ます本間喜一学長が、「い

や、いや、愛知大学もできた。女子短大もできたJ

L 今、豊橋には 3 つ大学がありますね。 38万

都市で 3 つ大学がある豊橋は珍しい。そのくらい

文化都市になったということであります。

その四方長さんが、豊橋市の、今度、市民病

院の跡地に子供の関連施設がで、きますね。今、市

民からネーミングを募集しています。最もふさわ

しい子供のための文化施設、それを四方長さん

に早川さんは依頼して諮問したのが、あの今度で

きる子供関連施設です。要するに、豊橋にはノー

ベル賞の小柴さんがいますよね。ですから、これ

からの日本を背負って立つ子供のためにどうして

も必要だということで、早川さんが四方長さん

を諮問しました。それで企画したのが、いよいよ

着工した子供関連施設なんです。それもあまり知

られていませんけれども、そういう形で、愛知大

学と豊橋の文化的な関係というのはいろいろある

わけです。

いろいろある中で、ここで一つ、豊橋市と愛知

大学の対照年表をちょっとごらんいただきながら



豊橋と愛知大学

対照年表
年 主な出来事 豊橋の歴史 愛知大学の歴史

1901 年（M34) 東亜同文書院が上海に設立

1906年（M39) 重量橋市誕生

1932年（S7) 第一次合併：人口

142,579人

1945年（S20) 終戦 豊橋大空襲 東亜凋文書院閉鎖（当時学長本間喜一）

1946年（S21) 豊橋に愛知大学設置初代学長林毅陸

1949年（S24) 女子学生受け入れ開始

1950年（S25) 本間喜一第 2代学長就任綜合郷土研究所設立

1952年（S27) 白米安全保障条 愛大事件起こる

約発効

1953年（S28) 台風 13号襲来

1954年（S29) 豊橋産業文化大博覧会

開催豊橋動物園問題

1955年（S30) 第二次合併 車道校舎設置・拡張

1959年（S34) 吉田大橋開通

1959年（S26) 本間喜一第4代学長就任

1963年（S38) 38豪雪 薬師岳事件本間喜一学長辞任

1964年（S39) 新幹線開通

1968年（S43) r中a大辞典』完成

1969年（S44) 東名高速関連 中学校の完全給食開始

1972年（S47) 沖縄返還日中国 国際貿易港として豊橋

交回復 港開港

1973年（S48) 愛大事件裁判終審

1987年（S62) 本間喜一氏逝去

1994年（H6) 豊橋港、自動車輸入日

本ーに

1996年（H8) 動植物公留オープン・ 愛知大学50周年

新市庁舎完成

1999年（Hll) 中核市へ移行

2001年（Hl3) 人口37万人を超える 東亜同文書院大学創立 100周年

2002年（Hl4) 冨際中国学センタ－ (Ices）設立

20例年（Hl6) 車道新校舎完成

2005年（Hl7) セントレア開港 人口38万人を超える

愛・地球博開催

2006年（HI8) 豊橋市 100罵年 愛知大学60周年

お話をしたいと思います。 [ I] 

3 枚目に「豊橋と愛知大学対照年表J というの

があるかと思います。それを煩を追ってちょっと

簡単にご説明いたしたいと患います。

豊橋の生い立ち

1900年、そこから愛知大学の前身の東亜同文

書院というのが始まったんです。ですから、去年

が豊橋市制 100周年だけれども、愛知大学は 106
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年です。そういうことで、 1906 （明治39）年に

豊橋市ができました。それが市制 100周年で去年

まで大変にぎやかで、豊橋はいろいろなものを発

信しておりました。人口 3 万7,635人で豊橋市が

誕生して、それから昭和 7 年に人口 14万2,579人

で第 l 次合併が豊橋市で行われた。 20年に終戦

で豊橋大空襲。それと同時に、上海では、この東

亜同文書院が日本の敗戦で引き揚げなければなら

ない。だから、東亜同文書院はそこで一時閉鎖を

いたしました。そのときの学長が本間喜一先生で

す。

その先生が日本へ帰ってきまして、新しく昭和

21年に日本国憲法が1 1 月 3 日に制定された、そ

のときに、どうしても東亜同文書院、あるいは京

城帝国大学、あるいは台北帝国大学の先生方、そ

してその学生の皆さんが、やはり日本に引き揚げ

て帰るべきところ、これはどうしても必要だとい

うことで、本問先生が中心になりまして愛知大学

をつくる方向に持っていきました。

22年には最高裁判所、これは憲法発布と同時

に効力を発効いたしまして、三権分立、そのとき

に最高裁判所の長官になったのが三淵忠彦先生で

す。その方と豊橋との関係は、中部ガスの神野太

郎さんが慶応大学のときに三淵先生の信託法のゼ

ミで勉強していたという関係がございます。

愛知大学がなぜ豊橋にできたか、どういう縁が

あったのかということですが、最初は全然縁もな

くて決まったわけです。では、どうして決まった

かというと、そのうちに出てきますけれども、サ

ツマイモがあるから豊橋に決まったというお話に

なっています。

豊橋は、農業作物がいつも全国でペスト 5 に入

っています。キャベツはでき過ぎてしまって、 ト

ラクターで潰して捨てていましたよね。そのくら

い農産物が盛んなところで、戦後、戦中、サツマ

イモは高師原でたくさんとれたんです。戦後も私

たちは食べるものがなかった時分には、サツマイ

モを食べれば、まず健康のためにもいいと。今は
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美容のためにいいと言っているけれども、そうい

う形で食べるものがなかった。

そのときに、なぜ豊橋かということですが、そ

の時分、愛知大学をどこに決めるかということで、

別府とか、鎌倉とかの候補地があったんです。と

ころが、そのときに同文書院の先生をやっており

ました方で、皆さんご存じの高浜に神谷龍男先生

という方がおられまして、その方が、こちらのニ

ュースとして、師団長官舎とか、あるいは予備士

官学校、教導学校が空くよしここに愛知大学を

つくったらどうだという一報を本問先生に送っ

た。そこで本問先生は皆さんと相談して考えて、

日本の中心にある、だから東からも西からも講師

を招くには最高だし、生徒を集めるのにいいとい

うことで、じゃ、豊橋に決めようということで、

豊橋の市長の横田 忍さんを訪ねました。

横田 忍市長さんというのはなかなかの人で、

「おれは三河人だ」と。これは、そのうちにスラ

イドで出てきますけれども、元気のある市長さん

で、「豊橋にっくりなさい。つくれば学生たちに

ひもじい思いをさせないJ と言って、机の上に「農

林 l 号」一一ご存じですか、農林 1 号とか 2号と

かは。豊橋の人は皆さん知っていると思いますが、

それを出して、 r これがあるから食うには困らせ

んよ」と言ったというんですよね。これは私、直

接、横田さんから聞いたのではないんですが、本

問先生からお聞きしたんです。それと同時に、「援

助もする」という約束をいただきまして、事実、

援助してくださったんです。市議会を通じて、そ

のときの議長が片山理さんで、 50万円を愛知

大学に寄附してくれました。それが供託金になっ

たのか、あるいは運営費になったのかわかりませ

んけれども、そういう形で、もうその時分から豊

橋には大変な援助をいただいておりました。



[II] 

東亜同文書院大学から愛知大学へ

そ ういう過程を経ながら愛知大学もできまし

て、 愛知大学の初代の学長は林毅陸さん。もと

の慶応義塾大学の総長さんです。愛知大学をつく

る と きに、どうしても本問先生は「初代の学長は

引 き受けれない」 と。なぜ、か と いうと、 「東亜同

文書院時代に学生を戦地にやって死なせた。僕は、

慶庭義塾大学から愛知大学へ

愛知大学長問代（ 1 947年）

林政陸宙 『欧州近世外交史I 上巻
1920年輪禄3/li， 民睡眠ll!/t活局

USE良鯵r事の鳳盛.，...臥嶋足i冒tt--'1!1C主将

さず1た 1叡州近包.lllllll!J :EJ曽で.，，，と．写・，.
Z！！にむが偲に~11る1M制実JI!＜！＞＝同JI!とも‘す
べ官官Pヘ官会置作でollるJと，閉じている．

豊橋と愛知大学

そういうような こ とで教育者の資格がない。だか

ら初代の学長は引き受けられない」 という こと で、

林毅陸慶応大学の元総長になっていただいた。

林先生 と本問先生 と は姻戚関係でつながってい

るのか、あるいは信頼関係があって本問先生が林

先生に学長をお願いした。林先生が学長になると 、

また虫橋につながりができたんですね。（パネル

8) 

豊橋には三回会とい うのがありま して、慶応大

学の卒業生が多いんです。力があるんです。中部

初代学長

林毅陸
1872 I間泊 5）忽忽縄県東低調i:ram符C,P.箆の佐氏擁趨湾問〉に属生
1889 慢出22）匁 聞I圃骨震学者”道三郎の鍵予と写る
1895 （明治28）匁鹿Ill!皇太字lt'l'!ll忠実
1896 （明治29)"' llll昼.en.員にll!E
1901 （明治＆叫隼ヨーロッパ習字
1!担5 （瞬泊38）年錫国． 民E隻墨大学法治学ね捻盟iζ，m
19 1 2 閣制5）匁東温縁組爽に単車
1923 民正12】隼町33(1翻相周年

lllf’定量豊島民とIm大学11!!!1.を’l!i
1936 （昭剥11）年来車両宜会理窃にII置
国46 （閉包1)<1< 量起大相D1t写患に磁E
1950 （昭担ZS）年死去

林毅陸初代学長は、 就任当時74才。
何度も断った後の学長就任であったが、
「名毅だけの学長は潔しとせす」 と、
需品意をもって学校運営にあたった。

・ 初代学長就任のいきさつ ・
～林の決意～

1946（昭和2 1)年6月末、 本間醤ーは東京

の林宅を小岩井溺らとともに訪ね、新大学を

股立して海外からの引錫げ学生を収容したい

という、切実1J.願いを明うかにした。また、

林が東亜局文会慎重同文書院大学の経営母体｝

理顎を務め、かつ同会清算人の一員であると

いう関係上、 引揚げてきた学生たちの将来に

対する買任について触れ、林を説得した．こ

の時の本聞は、容易芯ことでは後にjgくまい

との矧荷えであったといわれている。林は I学

生の将来に対する買任」 の一言に心を動ひさ

れたらしく 、 「よろしい。お引き受けしましょ

う。J と‘緊強の函持ちで承諾したということ

である。

パネル8
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ガスの神野さんの親兄弟、 皆さんそうです。 そう

いうことから今度はお金集めに、 林毅陸さんが

中心になりま して、 神野さんの自宅へ行ってご援

助願ったりなんか しています。 だから、 そのと き

にも中部ガスの神野太郎さん として連帯保証を し

て くださった という話も後ほど出ます。

の と きに愛大事件と いうのが起きま した。当時は、

日米安全保障条約が発効しまして 、 そして、 破壊

防止法活動と いうことのために公安審査委員会 と

いうのが動き出したんです。 それに愛知大学の数

人が狙われたわけです。 今からのは議事録に書い

てあるんですが、その公安委員会の人は、 「分子 ・

細胞を調査せよ」 と いう指令を受けて、 あ る学生

に 「光」 10個と 1 ,000円を渡 したそうです。「光」

と言えばもう皆さんご案内でしょうが、 今の人は

そう い う形で、縁がない豊橋に来てみれば、相

当深い縁がつながりつつあった。 そういう過程で、

第 l 代、第 2 代と済んでいくわけですが、 第 2代
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曹野の同噛侵入Jに＂＂＇した学堂却デモ滑温岨岨川首位ピ， 1862年6AIO目】

愛湿針λで！？
知 l；！四月7日潮時問問！こ立ち

入った目的窓図不明の制組審察官2名と．それを発

大…問ω問で卜 挫は
に磁る E愛姐大学唱匝宇宇J （愛大事件｝である． この事

件は、 同月 1 9自の警官隊による本学包囲．学生1 2

名の溜鏑と、それに対百る学内敦館員学生一丸に

噌畠よる検察紳の畑へと臨し 全国的注目を
:::a巳 集める中‘「大学の自治か醤刻印刷という追い眼路

．・ をめぐる司涜判断を求めた長期税判と怒った．

事 1 96 1 牢B
その他の判決‘ 70年呂月の窪訴審で. ;I軍’割防街とし

て刑の免除の明E吏、モして73年4月の思高al!で よ

－一圃 告繁却の決定＇.tfあコた．その問2 1年もの月Bがm
, 

a酌」，．圃 されたが‘ 結袈｛立 「有罪才clJ＇実質熊卵Jといヨ不沼懐
拍m蝿山よU ぷ附J 1952年 1：；司孟な形となつた． 凶し、駄事件l草その後剖l究

t，ンフランシスコ関相晶約によo. 日本tl'tl!京とし ・ ・ 対象とされていて、 患近の成照の中には、 ζの顎件
ての主岨を回国した 1 952（昭1027）年弘擢力白向 が「栂力3四巨J であったとする視点を提示している
強川h在日摘した芭照と自治在既出た大学生とが笥突
した問問1・＂＂＂＂＇＂· 碍fl由学円での嶋<11 1.;; r,,u, ものもある． ＇°＇＇曲”＇＂＂ 幅削剛O（刷 肉－・：，，－•u.>
ポポロ暦m件J (2. 4月）や「早太m件J 応用｝として
先組じした．

一連の裁判によって、この事件の三つの焦点が明らがにされた． 第ーの焦点l主事実問題で、置宮の立入り目的
を不明とした点である．第二l立憲活問題で、 大学の自治と醤備情報収集活動との関係が周われた点である．前三

l草刑法問題で． 学生の行為を （警官の侵入を学問への不正侵害と殴慣した） 鼠想紡街行混と認めた点である．

事件・裁判の全過程において、本間 － 小岩井5歴代学長が示した
「学問と学生を守るための」 毅然たる姿勢は、大学全体の問題とし
て広く支持された。 高貴な「大学の精神J を、教職員と学生とが
に共有し合えた事例として、この事件がもっ意義を想起するととも、
忘れられてはなう芯いであろう。
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豊橋と愛知大学

愛知大学へ警察官がどこから入ったなんでいうそれで、愛知大学の「光」なんて知らないよね。

そ図面までありますけれども、入ってきました。先鋭分子の情報とチラシポスターをいただけない

して、これよというばかりに学生が警察官二人を、

一人は逃げて し まったんですが、

ピストルと嘗察手帳を取り上げて縛り上げたんで

とらえまして、

だろうかという話をどうもしたらしいですね。

ういうことが知れ渡って、「ちょいちょい豊橋の

警察署員が愛知大学をのぞいているよ J という噂

そ

そこで今度、警察の方では、 l職務執行妨害と

かいろいろ条項をつけまして、豊橋の警察署長が

指揮をとって愛知大学を 500～600人で包囲して、

そして 10数人を逮捕した。

す。とし当

うわけで学生たちが身構えて待っていたところ、

ある夜、来たわけですね。それが愛大事件の始ま

りになる。（パネル 19 ・ 20 )

「それはそのうちにまた来るぞ」が立って、

そのときの警察署長

警察官はどこから入ってきたか

愛犬事件の焦点の一つである「事実問題」について偽足してみよう。
裁判での警察 ・ 検察側の主強は 「パトロール駿務中不審人物を発見し、
これを追尾して北門からキャンパス巳立ち入っ恕」 というものであつだ
が、 「北門から」という場所の真偽についての実験／cl;当初から多かつだ。
その一つを掲践する。

[ii;:豆~

駕~IJE_i¥ DD 
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山岳部

ところ カ人

そ こで遭難を した。本

「大学がつぶ、れでもいいから全力で救

3 ・ 8 豪雪 という、 1963 （昭和 38）年、

冬山登山に行った。の学生が13人、

豪雪のときでありまして、

が大野佐長さんです。その大野佐長さんは、

後、豊橋の市長さんになられまして、豊橋産業文

化博覧会を成功させま した。その と き には動物園

も開園してお ります。

その

間学長は、

「人命は地

自分の三親等

そんな気持

と 。 これが全

と、

球より重い。 大学は家庭と同じだ。

以内の子供たちが遭難 したと同じだ。

ちで愛知大学が遭難者を救出せよ」

国の新聞に出まして、支援金がいっぱい集ま り ま

こういう指令を出して、出せよ」そういうような愛知大学の大変不幸な時期も あ

これについては後：でまたスライっ たわけですが、

ドで細かく ご説明をする時間があるか と 思いま

す。（パネル23)

もう一つの愛知大学の不幸な事故と して は、

I¥ 
¥'!<' ' 

. .J 『h‘同届k.

1 3名全員死亡という怒しい結末．慰霊祭には房を落とす本間喜一学長の姿があった｛写真中央奥入
責任を負い、 自ら辞任をした後も本問先生は悔やみ続けた． それから13年、 88歳になられた本問
先生は、 「薬師詣で』の旅に出た．以下は同行した石井吉也前学長による回想文である．

本
田
喜
－
匁
集
q
m
m

の
隼
【A
l
A
S
の

一
大
手
MU－
－A喝
の
法
問
t
oa
A
Vて

士
目
玉
の
死
金
夫
花
伝
終ιE
z－
－E

の

z
’
’
’
【
悶
伽
制
御
』

M，．，
u
n
u目、
岡
崎v
E
の
m
H
・

一C
い
よ
弓
週
・
鼠
仰
の
m
u情
的
究
明
と
禄
思hv反
省
を
M
闘
と
し
て

『館R
M
W
句
e

－

a

目

－
富
山
民
訴
立
の
鮒a
w’
z
l
Z
R，
＝t
み
え
の
t
A
，
－
一刊
行
し
た
－
－
u
の
明
か
ら
先
生
低
】庄
『
十
三旅
客
』
告
書
絡
し
た
い
k
FT
dbれ

戸
町

一

一

一

l
J

舎
栓V闘
し
た
－
m
下
U
あ
りL
”
の
完
全
の
誕g
n
で

一
る
よ
う
HE

9
た
・
し
か
し

年
働
の
ζ
と
も

ゐ
り
‘
そ
の
M書
家
却
が
心
他
し

』
’
l

一
一
一

匹
、一
軍

2
1
2

・

一
て
縄
T
E
Z

・
し
か
K

人
I
E
Z
E

・
e・

s
i

い
し

－

一

一

F
J
一

一
る
の
”m
を
績
が
し
て
はζの
彼
幽
民創刊
りる
の
ほ
舞
理
で
あ
る
・
8
ιw
kし
て
は

，

一

－

一

宮
亨
一
’
9
6
3

A昭
相
草
匁
3
M
’
刊
、

富
山
県
芝ア

←
『
十
三
一
斉
E
e
a
Z
L
h
qい
左
四
偲
んで色
偲
に
a
e
九
栓
い
と
さ
宝
E
bれ
ゐ
の

－
E
Z
司

キ
L

ル
プ
ス
議
町
昏
で・
a
聖
法
山
a
e
n
令
山
令
指
に
一
で
・
u
a女
の
象
チ
さ
ん
に
．
a
が
す
ぺ
て
先
生
の
骨
量
を
す
る－
E
・

体
慨
を
み

B

A

－
一
翁
加して
い
た
＋
手
私
M
V
M
U
か
ら
の録
雷
雲
←A
単R
en－
一
念
が
ら
・
少
し
で
a－
u
か
し
む
ζ
と
が
あ
L
R
U
Eち
に
ゆ
A
Zず
る
か
ら
ゐ
句
－
R
9て

量
偲
』
－

一
－
〆
抱

一
の
ゆ
で
命
置
が
鑓
摩
す
る
と
い
う
留
し
い
2Z
が
信
金
一
了
承
して’u
ら
9
宅
し
か
し

”竺
λ
で
M
ゐ
港
会
ので
友
人
で
あ
’
た
紘a

d
司

一
」
一
一
＼
一
L
K
・
－

E

Z

理
署
長

ん
だ
・
す
る
と
・
ど
ニ

E
2
2
3
2
2

4
a

－
二

一

主

3
2
2
2

霊
u

E
E
U
E
t
z

一
警
官
－
蓄
量
草
M
Z
e
t
a
－
玄
人
E

，
け
る
こ
k
E

z
・

－
’
h
E

31
4一
一

引
円
い
』会
u
m含
救
勧
す
る
此
の
に
大
A
VU傘
カ
食
あ
げ
て
一
完
・
店
・

2
に
も
h
m
t
，
一

る
a
・

ζ
。
そ
町

村
ニ
う
a
Mz
b
a
・
。‘

の
の
・
u
u明、

由
民
－

u
二

T
T
t

・

2
2

官
事

z

t
l
t

一E
f
t

－
る
の
で

E

富
山
支
E
S
Z
E
E
G

店

、
働
相

F
e
－

一

百
句
岳
え
沿
い
と
い
a
v

a
・
の
大
初
、
も
息
、
写
生e
e

一
退
陣
”し
て
U
い
た・

－

守

r札
記
一

昨
今園
大
事
ロ
す
る
匁
金
の
拍
習
い
舗
念
k

慮
。
阿が伊
事
れ
た
信
昭一

8
τ
．

T
9

？
，
年
目7
M

川
町
鹿
嶋市
防
s
a
π由
民z
．
畠
不良か
’b
『
し
ら
さ

p
t

4
一
巧

一
号
車
は
苦

z
q
E
z
t
f
E

一f
E

員
2
a
ん
だ
・
t
z

告
司
E
E

”
E

臥
究
明

e

－
何
回

一
’
』
l

－h
一
z

・

ζ
う
し
た
m
E
S
い
害
T
そ
れ
に
き
，
、

一吉
凶
a，
て
いる
岳
尊
重
に
完
全
刊
去
の
車
内
奮
闘
を
莞
零」
q
T

、

e

－
民
〓

－加
一
大
必
干
の梼
観w
v・
合
同
前
町
民
参
dゐ

人
々
の
尖
8
eぇ

一ば

匁
a
．
，完
U
舗前
衛

山
U
舗
叱
厨
掲

は
信
総
と
い
a
，
のに
町

何
故
二

色
・
・

一
－
qJ

二
位
一

書
E
2
1

締
官
t

－E
2
9
4
L

一
t
z
E

t

R
5
2
2
T
2

・

2
2
t
E

，

h
－E
H
一
宮
町サ
一

一

司
」
か
し
・
必
死の
程
量
開
明
倫
6
w
hか
e
b
b
T‘
陶

一e
を
の
で
．ζ
A
ら
の
阿
ふ
抗の
腐
り
立
与
を
際
刷
ず
る“v
u究
家U
E
mに
入
ら
む

ニ
A
l
－
、
一

一

－
t
n
n
H
m
mM
a窃
伺
恨
の
《
ツ
ヨ
プ
タ
’

K
よ
る

一
月
更
に
旭
町熔
で
拠
T
与

の
で
？H
R
Uい
き
一
か
グ
ロ
ツ
キ
u
Rぬ
で
あ
ヲ
宅

包
h
F
t
h
・

｝
可
引
一
－

一

概
関
a
n
太
陣
小
陛
へ
の
舗行
e
睡眠
に
よhTa
十
吉
正

一
安
Mm
学
aR
HV弘
に

小
S
O
Ma
w
he
坦
す
の
で
飼
い
て
み
る
ど
．

『h
n温
い
し

剖
倒
副
副
F
－
引
・
司

一

ι

会
M
M
V崎
潤
箆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
，
企
・
阿
隼
1
n
M

一
重
す
．
本
剛
先a
e
m
b
U
1
て
下
－P
い
・
」k
書
い
て
あ

9
k
・

μ
u
v
a
x
a

に
．

簡
潔

一

－

q

先
生
品
書
君

主
主
，
た
こ
と
k
n
す

一線
れ
る
か
ら
少し
休
みま
し
；
主
？

と
‘
ぞ
うt
s
t

q
E
T

ι

E
J
｛

’Q
HA
U為
へ
の
耐nk
写
%
の
多
方
伝
聞
に
多
党
の
込
喧
金

一
ら

い
暖
か
に
会
る
が
竃
ぐ
に
初
制
・
ζ

の
主
孟
す
れ
省
次

a
u
F富
山
に
掴n・
信
ず
る
’

H
軍
軍
聞

か
げ
た
こ
と
＆a
a
に
患
を
Z
L
q

学
内
にu

－
で縫
い
セ
よ
は
ど
隠
し
か
’
え
と
思
わ
れ
る
・

d
思
雌
司

”
裂
の
a
M
e
求
め
ゐ
”
一
“
z
e，
A
Vた
が
‘
完
全M
M
・

－

何
時
‘

a
w・
g
山
践
に
”
・
・
す
る
と
．
幽mu
偽
己
にa
a
支
g
n
u
じ
め
町
山
史

、
台
E，

a
分
隠
主
容
の
認
を律
ゃ
から
『
美
英治
安
広
も
禽
径
一
館
の
。
魯
旬
鎗
あ
が
簡
亭
－

A
τ’A
た
・
0
怖
の
友
人
の
故
大
綱
宵
筑
宮
崎
富
山

，
h
畑

を
ね
之
主
倫
理
し

た
・－m育
者
巴
とし
て
の
x
t
kl字
－
h
a
伺
E
・

m栂
棺
膏
官
後敏
M
mv
の
M
mもあ
舎
だ
・

a
泡
£
τ
〈

h
k
O
院

凶
回
叫
町
長

と
し
て
の
貧
包
の
ゐ
勿
方
を
明
障
に
尽
き
倶
た
・
－
倉民
に
有
格
発
の
翁
島
民
』

r
a
y由v
a
，
ル
に
血
事
マ
も
ら
い
タ
支
A
M
L
Z
行
告
会
・

3
‘
』
町
’

今
－
内て
士
zu
eの
温風
に
同

車
し
て
免
生
の
心
全
信
－
忽
日
の
”
目

、

完
皇
の修
蜘
v
h
e
R
り
が
な
い
の
で
白
a
図
交
信
屍
・2
0n”
の
g

L
r
i
s

，
s’a
－h
k

u
vあ
A
V
P－
－
士
一
－名
の
う

ら

ニ
名
句
学
金
－
に
A
T
4
・
し
て
訴
立
内
出B寓
する
よ
と
に
し
作
、
．L
か
し
皆
同
”の
訴
皐
へ
の
沼
崎

‘dE
H刊

の
渇
h
w
M
M
ー
し
て
ら
宥
寺
s
e

か
9
4

ぞ
の
う

－
u
F
』
ろ
だ
ら
け
の
ひ
どい
伏
期
で
－e
o
た
の
で

先
生
は
大
丈
丈
か
と’E
L

V
R
U

B

－人
百
若
者

M
登
山
の
n
E
智
留
で
あ
－
B

量
．
h開E

士
一

2
H
h刻
m
L
た
・
5
u
x
T
F
E

uu
t

－

ア
た
の
に‘
予
白
金
鍾
今L
Vで
‘
幽
’m
潤
錫a
仁
壁
”
－
か
品W
Z
M何色
吉
川
島u
’d
す
必
修
伶
霊
山
口
に
－nか
に
U
A
Vて
い
た

・
先
生M
e
e圃Z

－
－E

Z
K
同
匁
附
M
m”
”
ニ
人
の
震
体
e
n沼
田
足
L
K
・
究
生

－
a
げ
U
し
ば
し
曙巴
と腐
り
の
－m色
L
Z見
τ
い
た
・

白
－a
u

－
u
の
父
・
舗
の
子
供
金
事
A
E
匁
ζ

そ
『
晶R
e
nの
厚
庖

－

F
開
で
伸
明を
也
市縄
し
花
’
E
償
え
て
い
る
＆
ニ
ろ
へ
女
M
e
の
句
”
‘

富
山
跡

・
・
・

」
で
あ
ると
L
て
・

段
衡
の
思
点
在
速めて
尽
えら
九

－
S
の
富
一
崎
氏
大川
町
の
厳
仰Z
“v
a
n－%
伺
包
の
健
紐
民合
せ
－m聞
で
十四三
名

た
k

a
p
也
し
殴
して
い
た
・
先
生
の島
県
脅
巳
”
す
る－め
契
細
密
続
恥
’
A宵Z
L
A
1
先
生
は
思
輔
の
戸
に
合
せ
る
か
旬
，A，
に
あ
e
o
－
句、

五
歩
u
rう
か
が
える
・

－
か
ら
の
舞
”
－a
n
F
e
a
き

h
gが
ら
完
全
ほ
u
Rい
伺
低
金
商
じ
慣
を
下
げ
て
u
aら

－
九
た
の
が
0
・4μ
h
a
n，
τ
い
ゐ
・
こ
の
め
と
．
先
生M
V・幡
野暑
の
緑
鍛
令

し
て
も

－
ら

っ
て
いる
山
小
舗
の
叙ω
す
て
乃さ
ん
に
お
礼
金

の
べ
ら
れ

毛
の
ω
ua
vh’
e

－mn
温
筋
e
u
R”
る
ま
平
学
生m
－n

－g
z
れ
一
岡
下
山
し
A
r
z

f
i
ll
－
－
l
l
l
l！i
l
l
i
li
－
－l
i

一

局
旬
U

草
山
先
日
時
“
分のL
ら
Ep
e
e
m品
す
に
舟
”
込
ん
だ
が
・
先
生
ロ
じ

・
・
・
圃
・
＝
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
〓
〓
－

a

F
抱
一向
幽
主
ー
が
に
禽
れ
た
か
翁
草
す
ゐh
v
mぐ
巴
銭
。
込
ん
で
し
ま

ヲ
r
官
途

－
－
一
－m
h国
－
B圃
・
・
・
・
・
咽
咽
姐
刷

F
－
－
巾

R
か
が
武
住
院
を
－m旬
後
え
の
末
車駅
と
開
強
主
催
ζ
す
の
で
傍
柚
’e
‘
，

d
u

瞳
司
A
1

＆
E
副

一て
入
ロ
ロ
怠
い
だ
が
・e
ん
と
－
Z
E
λ

口
に
立。
て
い
た
の
は
示
，
Z

N

団
1
1
－F

－F
F

・
－
－
晶圃
一号
ι
Z
た
先
主
でa
e，
企
－
w
防
m
a
z－
－
民
民
練
場
到
司
先
e
g
a
民
附
匙

川
M
－
催
し
金
や
ろ
う

4
z
b
れ
る
の
で
曾
節
也思
但と
主
人
で
‘n
”
”
のa
a
w民
組下
h

d

一
号
た
う
会
g
＠
「
a

叫
に
λ
。
屯
先
生
前
ピ
L

e
a
み
な
u
E
、
帥
主

←
正
一む
の
幻
飽
2
・
dk
Z

『士
主

主
含
飽
さ

と
が
で
s

q

も
ろ

い
ヲ
亮

臥

一
ん
で
も
よ
い
‘
主
云
一
旬れる
の
で
・
鉱
伊
ぞ
れ
ロ肱
U
で
す
Z
そ
唱

い
う
こ
と

圃

一
会
ら

O
B

G
U製
回
”
で
に
す
－nk
よ
か
白
羽
たk
ま
う
土
史
安

は
臼
n
か
ぞ

圃

一
れ
ロ
舗
瑚
だよ
と
民
祈
れ
た
・

園
一

本
問
書－a
z史
u
g
－
－
・
7
h
g卯
u
v単
a
，
n
，

H

・
九
十
気患
の
天
おt

－

一
金
も
L
g
nた
・

園
一

以
が
局
場
認
の
と
－

e
是
厳
A
Wか
ら
艶
畏
u
z
－一
T豆
割
草
で
打ら
止
の
に
し
て
按

配
一
L

い
邑
の
寄ω
mu
vdさ
れ
た
の
で
・
女
学
主
盆
で‘底
値
震
の
公
式
令
窃
止
し
て
．

園
一
2
，
，
，

牢
鹿
エ

匁
・
H
・

R
・
士
Z
聖

王
－
－u
E渋
a
t
『
十
三R

－
一
Z
』
k

大
”
e
で
伺w
m
vた・
a
u
巴
・

混
提

出ザ
京
地区
の
印
an
uB
O
B－
M
m
g

z

一
会
富
山
支
u
・
富
山県
．
，
大
山
町
ヲ
シ
ダ
’

ヲ
A
Z1
M
7
L
N
a
o
s
R
阿
M
R

一手
舎
ん
k
a
江
口
u
u．
，
“民

掴
眠
か
恥金
値m
a
Rら丸
挙
民
mm
m的
白E
3
0

名
が

夢
”k
h
・
思
U
治
停
のuw
a繍
w
vm
中
で
．

本
薦
先
生
の姐
い
信
念主
持民m
e

際
、
道
し略
介
し
た
・
色白
砂
、a
H
M
包幽
干
に
わた
’
て
屠
の
訓
企
すりを
し
て
〈
れ

た
夏
闘
す
て
号r
z

－
a
a
e側
慢
し
た
・

以
主

富
山
根
企
ア
ルプ
ス
富田
町n
m

パネル23

52 



したし、時習館高校なんかでも生徒さんが自治会

に寄附に回りました。そのくらい愛大を支援しよ

うということで捜したというのですが、 13人全

員が亡くなりました。そんなことが愛知大学の二

つの悲しい事件としてあります。

昭和43年になりまして、今度は一つのうれし

い話があります。「中日大辞典』ができました。

既にもう東亜同文書院大学としては辞典ができる

ように原稿のカードを 14万枚用意してあったわ

けです。ところが、日本が負けたものですから、

そこで全部没収されて帰ってきた。「ぜひ愛知大

学に返してください。そして中日大辞典をつくり

たい」ということでお願いをしたところ、それが

返還されてできたのが出版の始まりです。

そして、昭和47年に沖縄返還が日本でありま

した。その沖縄に関する本問先生のエピソードも

ここで申し上げたいと思うのですが、先ほど申し

ましたように、東亜同文書院で生徒を戦地に送り

出した、その戦争責任を感じている。もう一つ、

あまり知られていない戦争責任を感じる一つの記

録がございます。それは、「沖縄が返還されるま

では、たとえ国のお祝いであっても国旗は門に飾

らない」、こういう決意をしたそうです。それは、

「沖縄の人たちは人身御供のようなものだ。だか

ら沖縄が返ってくるまでは僕は戦争責任を感じて

いる」と言って国旗を出さなかったという、その

逸話は、せんだってお嬢さんから書いたものでい

ただきました。

そういうような本問先生のエピソードは、今後

いろいろお話をいたしますけれども、沖縄返還が

行われたのが昭和47年です。そして、平成 5 年

に東亜同文書院記念センターができました。愛知

大学には日本で唯一誇れるぐらいの資料、図書、

出版物があるんです。これが埋もれていた。これ

はもったいないという藤田佳久先生始め今泉潤太

郎先生も含めて、これは資料を研究して公に発表

しなければいけないのではないかということでで

きたのが記念センターで、これは国から補助をも

豊橋と愛知大学

らってやる事業になりまして、私もその客員研究

員という形で今仕事をさせていただいておりま

す。

平成 6 年、豊橋港ができて日本の自動車の輸

入・輸出港でトップになります。あるいは平成

I l 年に中綾都市に移行して、人口 37万人になっ

たのが平成 13年。その平成 13年に東亜同文書院

大学の 100周年記念が行われました。そのときに

本間喜一先生の胸像ができ上がりました。上海同

文書院の卒業生の誼友会5,000人ぐらいと愛知大

学の同窓生 12万人が一体になって同窓会活動を

する、それが同文書院 100周年の記念事業でもあ

ったわけです。本問先生の胸像は、日展の彫刻の

審査員になっております山本員輔先生につくって

いただきました。それが今、愛知大学の記念館に

飾つでありますので、ぜひ愛知大学を訪ねていた

だいてごらんになっていただきたいと思います。

最近では、愛知大学が校区の皆さんと協力し合

いまして、「ふれあいマップ」というのを南栄で

つくりました。それを今日お持ちすればよかった

んですが、ちょっと忘れてきて残念ですが、その

中に愛知大学や、あるいは南栄地区をまちぐるみ

として、文化と史跡と自然、緑のある地区だとい

う一一水口（源彦）先生がいらっしゃいますけれ

ども、南栄の主ですよね。その方の資料も含めま

して、今度、マップをつくりました。そして、南

栄校区は文教都市として愛知大学を中心に栄えよ

うではないかという、地域と一体になった大学、

聞かれた大学を強調するような運動が徐々に進ん

でおります。

平成 16年、もう名古屋校舎は既に昭和30年に

あったんですけれども、ただし、昭和30年には

愛知大学の夜間部として発足した。「夜間の生徒

たちが物すごく勉強するよ J と、本問先生がよく

言った。「司法試験にも彼らの方が合格率が高い

じゃないか」と。その車道校舎が新しく平成 16

年に 13 階建てのどルで、そこで大学院大学とな

っております。昨年は、 72%の愛知大学の司法試
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験の合格率で、全国で 3 位です。だから、同文書

院関係の資料、中国語辞典、あるいはロースクー

ルというのが、もう愛知大学の売り物であると。

これから、どんどんそれを豊橋から発信していか

なければならないというふうにも今、愛知大学は

考えております。

そして、去年が市制 JOO周年で、皆さんも一体

になって、「ええじゃないか、ええじゃないか、

やるまいか」ということで元気よく頑張りました

ね。そういうこともありますけれども、愛知大学

54 

ASC第2期文化同窓会ザ・カリオン教養講座 2007年1 月 23日（火）

於：豊橋市民センター

f豊橋と愛知大学』 越知事（愛知大学S28年卒業、愛知大学東亜同文書院大学記念センター客員研究員）

1 .豊橋の生い立ち、 100歳から 101 歳ヘ
江戸時代吉田藩松平家東海道五十三次吉田宿交通の要所
傘呂ええじゃないか発祥の地

イ）明治39年 (1906年） 豊橋市誕生
－明治・大正餐蚕業で栄える

軍制第四飯田訟置高師が原は訓練場として使われる

大正14年 (1925年）字垣軍総により廃止→予備士宮学校に

ロ｝昭和7年 (1932年）第一次合併
｛石巻村大字多米・下川村・下地町・牟呂吉田村・高師村と合併）

八）昭和30年 (1955年）第二次合併

(3月二川町・石巻村・高豊村・考津村・鵠芝村と合併、 4月双和村｛現・賀茂地区）・杉山村を分村合併）
2006年豊橋市100周年を迎える～そしてまた新たな100年へ向かつて
現在多角的産業都市（農業・国際貿易港・水産加工業など｝
エコ都市市電、 530運動

市内！こ3つの大学を有す、文化都市（愛知太学、豊僑技術科学大学、豊橋創造大学｝

2. 東亜同文書院｛大学）から愛知大学へ
明治33年 (1900年）

近衛篤麿東豆同文会会長が上海iこ東亜同文容院を設置初代根津ー続長
明治34年 (1901 年） 4月入学式

昭和 19年 (1944年） 2月本間喜一氏学長就任
昭和21 年 (1946年） 1 月東亜同文会解散

11 月愛知大学を豊橋iζ設置

3. 豊橋にやってきた愛知大学
愛知大学は愛知にあるからじゃない？
サツマイモ r俺は三湾人だu
愛大事件と薬師岳遭難
聾屋と愛知大学

愛知大学と中日大辞典

4. これからの愛知大学と霊徳

愛知文学現在武田信照学長｛専門：経済学史、貨幣価値形懲論｝
三校舎｛豊橋・三好・車道｝
生徒数約11,000人数務員数約500人事業生総数約12万人
海外提畿校 10の国・地織 27校

市民に開放された学術空間オーブンカレッジ・孔子学院
豊橋市現在早川勝市長（大学時代の専攻：金融、財政学｝
38万市民姉妹都市3カ国3 カ所（中国・南通、露国・晋州、アメり力・オハイオ州トリード｝
誠心咽気和気百福和気渇春 r万花咲き蕊ってこそ春』
『平和・交流・共生の都市』ヘ

2007年 r不動釦山から徐如林へJ

パネル展の一覧表



は、それに呼応しまして、愛知大学60周年記念

の写真パネル展というのをやりました。

というのは、実は 100周年のときに、「豊橋の

100年を彩る教育者」ということで本問先生が選

ばれました。 そこで、これを機に愛知大学の写真

パネル展をやろうということになって、今はもう

愛知大学に常備展示してありますので、ウオーキ

ンクゃを兼ねて、ぜひ愛知大学をのぞいていただけ

ればありがたいと思います。

豊橋初の大学
『愛知大学』の創立者

豊橋と愛知大学

そういう形で、今からスライドの方に徐々に移

らさせていただきたい と ，思います。

〔※スライド番号は、 P. 62 パネルの一覧表参照）

それでは、スライドの用意をいた し まして、ま

ず36番の近代豊橋の歴史を彩る人たち、市制 100

周年,1 ｛ネル展です。 （パネル 36)

豊橋は、皆さん豊橋に住んでいる方ですからよ

くおわかりでありますが、ことし 101 歳になっ て

います。江戸時代から吉田といわれて、「吉田通

ほんまさいち

本間喜一
(1891 ~ 1987) 

本間喜一は、山形県

川西町で生まれまし
定。東京帝国大学卒業
後、司法官試補、判事

となり、昭和 1 5年｜こ
上海｜こあっ定東亜同
文書院大学教授、そ

の後学長となります。
昭和2·1 年 iこ帰国後、

東亜同文書院大学・京城帝国大学・台北帝国大学等

の学生・教授らが学べる新疋な大学の設立を決意し
ます。 愛知大学は、軍都！こかわる新しいまちづくり

を模索してい左豊橋｜ことって初めての大学であり、
市民はその設立を喜んで迎えまし定。喜一は愛知大
学創立者の一人で、最高裁判所初代事務総長を務
めだ後、 第2代と第4代の

愛知大学学長となり、豊
橋が文化都市へと移り変
わる象徴的な時期｜こ愛知

大学の拡充！こ尽力しまし

パネル 36

55 



産業都市として、農業あるいは国際貿易港、 水産

加工業、特にエコ都市としても、資源セ ンタ ーが

れば美人が二階から招く J などという東海道の要

衝でもあったし、慶応、 3 年の 1867年には牟呂地

区に御利益のあるお札が舞ってきたということ あそこへエコタウン と しての温水プありますが、

そういう ものもやあるいは温室とか、ールとか、

っている 。

〉
え

そこから始まったのが「ええじゃないか、で、

あるいは、 市電が大正 13年にできて、

お4.3 キロを 1 5 の低床の車両が、人にやさし い、

年寄りにもやさしい電車という ことで、

そういう伝説もの踊りだと いう 、えじゃないか」

あります。

今、 全国という映画を撮り近年は、特に『早咲きの花』

に発信 しております。あれにも愛知大学の記念館、公館が出

。

が
す
た
ま

’し
占
C

ま
て

よくあち こちで言われそれから、

ますけれども、

そして今、先ほど申しましたように、文化者I)

この 530運動は豊橋が発祥の地で

530運動と、

これも愛知

ロケ地にな

市になった。 38万都市で 3 つの大学を持ってい

るという のは豊橋ぐらいなものだよと いうことに

なります。

愛知大学のことについてお話をすると、 先ほど

申しましたように、 東亜同文書院大学という のが

す。

それから、 NHK の『純情きらり 』、

大学の記念館や馬場が出てきまして、

りました。皆さん毎朝 8 時 15分になるとテレビ

あれをず、っと見られた方も いらっ

昭和 7 年に第

の前に座って、

しゃるかと思います。

明治39年に豊橋が誕生して、

合併、そして、 30年に第二合併。 豊橋だか ら、

そ の時分にどういう学生が行1 900年にできた。そして、 軍都

ったかというと、 各県選抜で身体強健、頭脳明l断

な生徒が県から推薦を受けて、公費でもって勉強

した、その生徒さんが東軍同文書院の学生である。

3 つを備えた生徒さん、その学力、 知力、体力、

になって文化都市になったという経過をた どりな

がらこの JOO年を経過したと言っても過言ではな

いと思うわけです。

100年を当たるに、果たして盟橋市がどういう

ふうに変わったかというと、 今はやはり多角的な

は吉田から養蚕業の都市になって、

その流れを引く のが愛知大学であ りまして、 我々
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ももっと頑張らなければいけない。

せんだって、愛知大学の講演会があったときに、

東亜同文書院の最後の卒業生の方がお見えになり

ました。 その中に、これが東亜同文書院の修了証

書だということで見せてくださいました。「これ

を持って行けば、その当時、全国の帝国大学、東

京大学にしろ、京都大学、大阪大学、帝国大学、

無試験でウエルカム、そういう書類ですよ」と、

見せてくれました。 これは皆さんにお配りした東

豊橋と愛知大学

日新聞の記事の中に書いてありますので、後でゆ

っくり読んでいただきたい。

その方は、中部ガスの秘書をやっておられて、

常務をやられて、そして非常勤監査役をなさって

おられる杉山さんとい う方です。 その方が、京都

大学の卒業証書と一緒に見せてくださいまして、

それも新聞に写真と記事で載っております。その

くらい東亜同文書院というのは評価が高かったわ

けです。

なんじゃもんじ中と菩提樹
樹木にこめられた願い

なんじゃもんじゃ

パネル30
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先ほどちょっとお話ししましたように、それで

は、その同文書院大学で一番今資料として記録に

残っているのが、同文書院の卒業生は卒業試験の

かわりに中国を 2 カ月ぐらい行脚する。そして、

歴史、経済、そういうものを調べ上げて、それを

論文にする。そういうものがあるからこそ、今、

愛知大学はそれを引き継いでいる。そういうこと

で、今度は固から見ると、大東亜戦争の戦争中は

スパイ活動をやっていたのではないかというよう

なこともありまして、愛知大学が東亜同文書院を

継承した大学であるということをあまり強調する

と GHQ につぶされそうな時期もあったわけです。

ですから、学校設立当時はあまり、東亜同文書院、

東亜同文書院とは言わなくて、しかし、宝はある。

東亜同文書院の学籍簿と成績簿、そして、『中日

大辞典』のカードが、三種の神器ではないですけ

れども、愛知大学にあるわけです。それをこれか

らはどんどん発表して、愛知大学は創立以来同文

書院を継承して 106年だということを強調して、

愛知大学の良さを知ってもらおうではないかとい

うことで、全国に発信をしようとしております。

（パネ yレ 30)

[III] 

豊橋にやって来た愛知大学

ところで、愛知大学という名前ですが、これは

よく愛知県にあるから愛知大学ではないかと皆さ

ん言われるのですが、創立したときの考え方はそ

うではなくて、「知＝智 フィロソフィー」を愛

する、哲学を愛する愛知大学。それも今、愛知大

学の旧本館の右に、春になると小さいきれいない

いにおいのする花が咲く、ナンジャモンジャとい

う木があります。そのナンジヤモンジャという木

がこれです。これが春になると物すごくきれいに

咲くんです。これは、本間先生が明治神宮から払

い下げを受けてこの木を植えたんです。「学生た

58 

ちがこの木の下で、なんじゃもんじゃと言って議

論してもらいたい、哲学してもらいたい」という

ことでつくったのが、このナンジャモンジャの木

です。今度、向かつて左側の方には菩提樹があり

ます。釈尊が悟りを聞いたといわれる、後光が出

ています。「だから、皆さんはなんじゃもんじゃ

と議論して、議論の上でつべこベ言う人は、この

菩提樹の木の下へ行って悟りを聞いてこい」と、

こう言って本問先生がこれを植えたというんで

す。これも逸話でしょうね。そういう具合に愛知

大学には木がある。その木もいろいろの意味を持

っている。だから、愛知大学も、「愛知」という

地名ではなくて、フィロソフィーを愛する愛知大

学というふうに創立者の本問先生は考えておられ

たわけです。

今度は、 17番をお願いします。

サツマイモの件です。さっき「サツマイモ」と

いうお話をしたらちょっと笑いも出たようです

が、これは、愛知大学がまだ創立当時に整備をし

ているところで、軍隊の訓練場の跡に側溝を入れ

たりなんかしています。そして、サツマイモを高直

えたらどのくらいできるなんて言っているかどう

か、それは聞いたことがないのでちょっとわかり

ませんが、その時代の本問先生です。

本問先生は、最高裁判所の初代の事務総長で、すo

最高裁判所の三淵長官が、「本問先生が事務総長

を引き受けてくれなければ最高裁判所の長官は引

き受けない」と。そのくらい信頼が厚かった。子

弟の関係ですね。三淵先生というのの教え子が本

間先生です。

横田忍さん。この中に横田さんにお会いになっ

た方もあるのではないですか。水口さんあたりは

お会いになったのではありませんか。大変元気が

よくて、これはちょっと柴田正二さんという、漫

画家の清水 毘さんの弟子で豊橋在住の柴田正二

さんが書いた漫画です。それはなかなか頑固一徹

な感じに見えますね。この方が甘薯のお話をして

います。本問先生と横田市長が初めて会見したと



豊橋と愛知大学

いるのではないかと思います。きのこと、横田市長は机の上へ引き出しから大き

なサツマイモを取り出して、 「 この辺ではこのよ

うな甘薯がたくさんできます。 食料についてはご

心配はご無用に願いたい」と 。 しかし、本問先生

は不安そうな僚子で、さらに念を押すと姿勢を正

して 、 「俺は三河人だ」 と返したと 。「三河男児の

歌」 というのを私は中学校のときに習って 、 登下

校のとき歌いながら歩いたんで、すね。 この中にも

恐らく「三河男児の歌」をご存じの方もたくさん

それで、 逸話を多く話した方がいいということ

からいきますと、 本問先生のエピソー ドで、 1 1 番、

「兎小屋賛歌と愛犬太郎」。 これは上の写真が本問

先生と本問先生のお嬢さんですが、大変美人です

ね。 奥様が愛大事件のときに、ガンで亡くなりま

した。それで、そのときの逸話として、医者が「奥

さんと愛大、どっちが大事か」 と 。 しかし、本問

先生は「僕が愛知大学へ行かなければ大変なこと

キャンパス型倒置視申する本間寓一．かっτの盟抱!!lb＇大学へと隼ま判力、わる．

新大学設立の候補地に｜誌、 別府や鎌怠忽どいくつかの都市があがっていた。
芯かでも豊橋は、旧陸軍の学校施設がそのまま残っていたととや、市長をはじ
め市内有力者から具体的媛助の確約を得るζとができていた。地元出身の神谷
飽男（元東亜同文書院大学教授）の奔走も大きかった。 そして何より、ザツマ
イモの一大生産地であって、 当時もっとも大き芯課題であった食糧難に、対処
できそうであったp

復興が始まったばかりの堕橋市にとって‘愛知大学の設立は文化都市として
の発展の第一歩であり、市民｜ま喜んで迎えた。

.....ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

.. a ・・ 十3白

ー 笠宮内翠 「俺は三河人だJ
i 緊誌等~；ー と言った横田市長
田 • ' 可－－ 一 一

パネル 1 7
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になる」というわけで、愛大事件の裁判の弁護士

としてちょいちょいお見えになって、奥さんはガ

ンで亡くなられたわけですが、それ以来、お嬢さ

んはいつも本問先生と一緒で、いろいろ身の回り

のお｜世話をしていた。そのやりとりが大変愉快な

やりとりで、こんなやりとりもあります。

元旦に年賀状がきました。 お嬢さんのお住まい

に住んでいるものですから、お嬢さんが家主で、

本問先生は、「兎小屋上々吉のね正月」と 。

外国人が日本の家を兎小屋と表した ころがありま

したね。 GNP が高いとかなんとか言っても日本

は兎小屋ぐらいにしか住んでいないじゃないか

と 。 そう言った ときにこう いう句をよんだ。お嬢

さんが家主で、本問先生が店子の「きーさん」、

そういう落語ごっこをしたと。その落語こやっこの

中にいろいろな逸話が生まれております。

10番｜映 りますか。本問先生が裁判官時代のと

きの服装です。本問先生の学歴 と経歴。

本問先生は、弁護士も検事も裁判長もやってお

られまして、大変いろいろな経験を積んでおられ

ました。 そして、全国の弁護士さんの先生と言わ

れるほど、弁護士さんが相談に行った先生です。

全国の海苔漁業組合で顧問の弁誕土をやった と き

に、今でこそ、すぐそこで発表される ものですか

10蓄の写真
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らじっとしていないですが、その時分、昭和37

年ごろですか、 アメリカの船が千葉県沖にいて油

を垂れ流してしていた。 まだまだマッカ」サーの

力が強い、あるいは占領下の時代ですから、 El 本

人も ）勝手にはそういうことは言えないけれど、垂

れ流しけ しからん、損害賠t貨というわけで、 4億

円取ったそうです。 そのくらい勇気のある先生で、

これが本当の愛国心だというふうに言われていま

す。 幾ら戦争に負けても敵に対して言う べきこと

は言う。 占領されていても、そういう意気込み、

気構え というも のをあらわした一つの出来事だと

思います。

12番（パネル 12 ） 。 これは「好々爺からのメッ

セージ」。 30年間、 私のところに本問先生がくれ

た年賀状の一部分です。 そういうお葉書を見ても

ユニークな感じがします。 私は、もともと理容師

なんで‘す。 だから、 本問先生の頭を刈り ながらい

ろいろなお昔Eをして、だからこうやってエピソー

ドがいっぱいあるわけです。

「今年もニ三度御厄介に相成ります もう毛が

生いません」というわけです。 だけど、 豊橋へ来

て私のところへ寄っても らうのが楽しみで、来て

くださった。

「むつかしい世の中になりました 米国の百姓

の為に日本の百姓の首を締めると は」と、怒って

いるわけですね。 これは、米の自由化のときで、

日本の百姓を大事にし ろ と 。 そういうよ うな、要

するに社会を風刺した年賀状を毎年いただいてお

ります。

もう一つ、皆さんご存じだ と思うのですが、今

からもう 40年ぐらい前になりま すか、 大崎のあ

たりが埋め立てになったとき。今は、もう国｜療法＝

になって 、 貿易が日本一 と なったわけですが、そ

の時分に、愛知県の企業局 と大｜｜時の漁業組合 と干

潟裁判ということで対立した。大湖、 小湖によ っ

て土地が出たり水面下にな っ た。 だから、水面下

土地の干潟裁判で、ここにその漁業権、あるいは

大l崎の漁業組合の人の所有権があるのかないの



か。 「 それは、海の水に隠れちゃうから、ない」

と企業局は言うわけです。 漁業を補償してもらう

人は、 「それは俺の土地だ、固定資産税も払って

いるんだ」 と 。 そういう裁判があったときに、大

，，時の船井健ーさんという漁業組合の組合長さんが

私のところへいつも頭を刈りに来ていた。「越知

さん、本問先生が来たら、一遍弁護士をお願いし

てくれないか」と。 「 どういうことですか」 と聞

いたら 、 「干潟の裁判だ」と 。 それで本問先生が

豊橋と愛知大学

お見えになったのでお話をしたんですね。そした

ら本問先生日く、「そりゃあ、大崎の人たちが勝

つよ」と 。 それも先生も、先生がご自分で経験し

ている干潟裁判がいっぱいあるんです。「勝つ」と。

「しかし、僕は弁護を引き受けられない。 それは、

豊橋の市長さん（河合陸郎さん）にお世話になっ

たから」と。そういう人なんで、すね。義理人情が

大変厚いというか、そういう方でした。 これも一

つの逸話であって、そのときに「越知君、 こんな

パネル 12
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短歌をつくったよ 」 と言うんです。「時くれば

枯れ木 と見え し山陰の 桜の花の咲き匂いつ津」。

短歌をやっ ている先輩がいらっ しゃるので、本問

先生の短歌がどうかわかりませんが、とにかく、

枯れ木 と 見えると思ったけ ど、それは桜の花も咲

それでは、せっかくですから、時間があと 30

分の聞に l 番からず、っと 37番までいきます。

こ れが、この写真のスライドの一覧表もそこに

入っております。標題とコメント、どういう意味

でこうだというのが書いてありますから、これも

後でゆっくり読んでいただければありがたいと思

います。

くよと。もう勝つよ と いうことら しいんですね。

裁判はもう絶対勝つよ と。まあ、そういうような

人柄の本間先生だということであります。 では、これで黒川先生、 l 番からず、っといきま
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しょうか。

[IV] 

地域と共に 60年

これから順序よくいきまして、その都度、簡単

にご説明を したい と思います。（パネル 3)

これは、愛知大学ができて、昭和 26年の卒業生、

豊橋と愛知大学

旧制大学で記念館前です。 こういう師団長庁舎で、

今、私、この部屋と隣の部屋に仕事場を持ってお

りますので、また皆さん、ウオーキングしながら

愛知大学へ見学に来てくださればご案内しますか

ら、そのときには、 50年史については今の佃先生、

同文書院については武井先生がご案内して くれま

すから、ぜひ南栄から、あるいは愛知大学前の駅

で降りて、ゆっくり散歩して、天皇陛下お手植え

の松、大正天皇陛下、昭和天皇陛下のお手植えの

パネル3
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そういうことで、愛知大学にはいろいろな史跡

そういうものがありますので、ぜひ見てい

ただいて、こういう建物の中もご案内しますから、

この前も校区の皆さんが寄ってくださっ

とか、

いろいろの史跡もありますので、

ぜひごらんになって、それで散歩した後、午前中

お昼に学生と一緒に、学食というのが

うどん l 杯250 円と か、

松があったり、

に来れば、

だから、

たときに、ぜひ師団長の椅子に座りたいなどとい

う元気のおじいさんがいらっしゃいまして、座っ

カレー ラ

そういうのがありますから、 食

ありますから 、

イス 280 円とか、

た写真があったり、ほほ笑ましい写真があります

あるいは孫文の資料ですか、

ベて、 愛知大学の文化、南栄地区の文化と いうも

のを味わっていただきたい と思います。

その地図は、それでは私がまたいただいて届け

ましょうか。南栄の栄校区の皆さんが、

そういうものもし、

いっぱいありますので ぜひごらんになってくだ

さい。

こ ういう

マップをつくりました。 33 カ所のいろいろな史

こ れカヲ昭和 28年

ここに金田さんも恐らく 写ってい

これは愛知大学講堂で映した写真

下へいきますと、

の卒業生です。

ると思います。

です。

それから、跡、目立つところ、

愛知大学を中心に書いて あります。

2,000部つくって、愛知大学に 500部寄贈してく

れて、それで、町内の皆さんとか、

の人に無料でお分けしております。栄校区の公民

そういうご説明があります。

これを l 万

あるいは希望

この人たちが愛知大学の教授とか生徒、

顔、顔、顔ということで、創成期の群像という形で。

こちらが初代の林学長、

もう、

たしかいただける と 思います。館へ行けば、

3 代の学2 代の学長、そういうことで、校区の皆さんが愛知大学とー

（パネル 6 ) 

その上をいきましょう。林毅陸さん

で、左が河合陸郎市長さんです。 当時は、中部ガ

長です。

それで、

まちおこしをやろうという元気があ

そこで、では、

うわけで、愛知大学として感謝状を校区の皆さん

これは放っておけん と い

イ本になって、

ります。

こちら

豊橋に絶対つくるべき

ス、神野さんのお手伝いをしていました。

が神谷龍男さんといって、

あさって、感謝状の授与に出そうということで、

式をやります。

校
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・

あ
・
い
一万
2
0
0
0

枚
作
製
し
、
飛

M
A
P
」
が
完
成
、
こ
の
ほ
一出
品
者
に
配
布
し
た

。

ど
栄
地
ぽ
市
民
館
で
配
ら
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。
一
の
ウ
オ

l

キ
ン
グコ
l

ス
が

笈
蚕
糸
の町
か
ら
、
間
治
一
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

1

つ
は

時
代
の
怨
抑
制
・

笠
間
市
は
戦
一
愛
知
大
学
記
念
館
や
、
震
知

後
、
文化
郎
市
・

笠
岡
に
佐
一
大
学
公
館
、
日
師
石
塚
古
問
、

ま
れ
変
わ
っ
た
。
と
く
に
栄
一
馬
到
観
音
、
小
山
間
神
社
を
経

校
医
はX
教
地
区に
ふ
さわ

一て
、愛
知
大
学
前
駅
へ
の
コ

一
し
い
愛
知
大
宇
が
混
生
し
て

一l
ス
。

一回
年
が
泌
ぎ
た。一

も
う
1

つ
は
、
前
日
米
開
店

一
栄
校
町
内
総
代
会
（
四
抑
制
維

一街
か
ら
時
制
問
館
山
伎
の
口
宏

一会
長
）
の
「
佼
区
ま
ち
づ
く

一風
生
句
仰
や
、8
代
目
玉
屋

一り
を
考
え
る
会
」
（
石
垣
純
一
庄
任
（
術
と
山
備
工
来
日
校
の

一孝
代
淡
）
が
中
心
と
な
り
、
一
教
臓
民
が

一
体
と
な
っ
て
作

一2
0
0
4

（平
成
時
）
年
か
一
製
し
た
か
ら
く
り
人
形
時
計

一ら
活
動
を
始
め
、
昨
年
のと
一
路
、
丸山間務
刑務
｝経
て
間

一
よ
はし1
0
0

祭
を
記
念
し一栄
駅
へ
と
続
く
迎
。

一
「
さ
か
え
歴
史
と
自
然
の
道
」

一
史
跡
や
文
化
、
も
の
づ
く

一
袋
内
宿
板
を
、
混
架
線

・

愛
一り
な
ど
、町
の
陛
史
を
合

一
知
大
学
前
駅
な
ど4
カ
所に

一め
て
お
力
所
も
紹
介
さ
れ
、

国
指
定
の
文化財
や
史
跡
一
一
世

間
凶
し
た
ほ
か
、
新
聞
大
一
散
歩
や
ウ
オ

l

キ
ン
グ
の
入

札U多
く
、自
然
の
緑
が
あ
ふ
一
（
必X
印
判
ン）
の
栄
校
区
文
一
た
ち
に
人
気
を
呼
び
そ
う

れ
る
文
教
地
区
、

坐
橋
市
栄一
数
、
歴史自
然
マ
ッ
プ
を
1

－
だ。

2007年 1 月 11 日（木）

豊橋市栄校区「ふ・れ・あ・いMA P 」完成

2 つのウオーキングコース
史跡や文化など23カ所紹介

東日新聞

少
わ
1
L

愛
大
記
念
館
一
冗
大
学
長
室
で
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ラ
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テ
ィ
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の
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明
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受
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さ
ん

「
愛
知
大
学
前
駅
」
に
設
置
さ
れ
た
栄

校
区
マ
ッ
プ
の
看
板
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豊橋と愛知大学

長になられた方です。

この写真が、「j最影 ・ 神野信郎」と書いてあり

ます。 今の中部ガスの会長さん。私と同級生で友

この前、「神野さん、 写真はないかね」

だといって案内した人。これが河合陸郎さんで、

後ろの方が小岩井浄先生、 3 代学長で、林毅

陸慶応大学元総長で、神野太郎さんと関係があっ

そして、本問先生で、神野三郎さん。 と達で、こちらた。

「たまたま僕のと こ ろに愛知大学言ったときに長さんのおさっき言いました四方が四方さん。

のお歴々が集まったときに、僕がロ ーライフレツ

クスで映した写真だ」と 。 だから、信郎撮影と書

き直した。 提供ではなくて、おれが映したんだよ

この写真も大変貴重なもので、愛知大学で

京城帝大の先生をやっていて、愛知大学

の教授をやって、岐阜大学の学長になられた。

それからあとは、太田英一先生と松坂佐ーさん。

松坂さんは豊橋の方のご出身で、 名古屋大学の総

父さん。

って。

戦後盟掃に毘生した初めての大学を．而民1.1:毘んで
迎えた。神野家在訪問した愛知大学創立時のスヲッフ園
三人の学長が 絡に写っている診しい写県．

（幽膨神野信紹氏）

三
人
の
学
長

65 
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何か事があるときに、いつもこの写真を使わせて

いただいています。

これは、 3 人の学長の写真です。

初代の林毅陸さんの略歴。外交史が得意でし

たね。だから、欧州近代外交史の著書が多いので

す。

代議士時代の林毅陸さん。

次が、 2 代. 4 代学長の本間喜ーさん。ご長寿

で、 100 まで生きたいと言ったんですが、 97歳で

す。ハレー嘗星を 2 回見たとご自慢をされました。

これも一つ面白い話があるんですが、この勲二

等の勲章、本問先生が勲二等の勲章をいただいた

んですけれども、「おれは要らんよ」って、犬に

くれちゃった。これは大変国に対して失礼なのか

どうかわかりませんけれども、本問先生のおっし

ゃる気持ちというのは何かというと、実は、昭和

50年に『中日大辞典』を編纂した、鈴木揮郎先

生という、 l二海の同文書院の先生をやられた方で、

そして、上海から引き場げるときに、自分の身の

回りよりも東亜同文書院の学籍簿や成績簿、そう

いうものを息子さんとご家族とともに手分けして

持ってきた、その先生が愛知大学にず、っとおられ

て、『中日大辞典』をつくられた。そのときに同

文書院から出てきた人たちも一緒に愛知大学にお

務めになったんだけれども、新制大学ができたと

きに、国立へ移った先生がたくさんいるんです。

ということは、愛知大学というのはもうゼロか

ら、お金がないところから始まって、寄附や市の

援助でできた大学ですから不安定でしょう。そこ

で先生方は、やはり国立の方が給料の取り損ない

がないとか、それは言い方がちょっと悪いかもわ

からないけれども、そういう形で出て行った。そ

して、 10年たち、 20年たつと、その業績とか年

数も含めて勲章を固からいただける。その場合、

どうしても国立へ行った先生の方が先にもらって

しまうわけです。それで、あるとき鈴木先生が勲

章をもらうということが出て、本間先生が鈴木揮

郎先生に電報を打った。これが電報文です。「パ

66 

ンザイ・キガセイセイシタ ホンマ」ということ

しか書いていないです。「万歳 気がせいせいした

本間」。これはお祝いの電報です。今はこんなふ

うじゃないですよね、違いますね。その時分は、

お祝いか、お祝いでないか、袋が違うし、それか

ら、配達の人も、これはお祝い電報か何か、文が

わからんというわけで、まあ、一応お祝いの電報

にしておけというわけで、鶴亀の電報にしてきた

というのがこれです。同じく、鈴木揮郎先生が、

私がいつも頭を刈っておりましたので、「越知君、

本問先生から勲章をもらったというわけで、お祝

いだと思うけど、よく意味がわからん。万哉、気

がせいせいしたとはどういうことだろうか、僕は

直接聞けんから、君、今度頭を刈りに来たら本問

先生に聞いておいてくれ」というものですから、

聞いたわけです。

そしたら、本問先生日く「先ほど言ったように、

同文書院京城帝大から来た先生が愛知大学へーた

ん来た。ところが新制大学ができて、愛知大学以

外に大学がたくさんできた。そこで、国立へ移って

しまった。その人たちはもう 5 年も 10年も前か

ら勲章をもらっている。だから本問先生が、遅い

と。遅過ぎると。だから、国は何だ、国家は何だ

と。私立大学を低くみておるのかというわけでい

つも怒れていた。それで、揮郎先生が勲章をもら

ったので、 r中日大辞典』というような立派な書

物も発行した、そういう先生に対して勲章を発行

するのが遅過ぎると。だから、まあ、よかったな、

万歳、これで僕も気がせいせいしたという同僚思

い、部下思いの一つの心情をあらわした本問先生

の対応の仕方だったんですね。それで、太郎とい

う電話番をする犬に勲章をやって、「僕は勲章は

要らない。僕よりほかの先生にあげてくれ」とい

う、そういう先生だったということです。

もう一遍犬のところを映してください。これは

貴重な写真ですよね。

これは先ほど言った年賀状です。

小岩井先生です。ヒューマニティーにあふれた、



豊橋と愛知大学

院の生徒であった人が入れられたと。中俣富三郎農民、いわゆる貧しい人たちの味方でした。だか

ら、労働問題とか、労働関係の人には大変な大先 それがたまたま手紙が来た。 小岩井先生はさん、

と いって手紙を送って、

して陳情運動をやって、釈放されて日本に帰って

そういうふうな経緯、

そ「がんばれよ 」それを（パネル 14 )生で した。

これも小岩井先生のヒューマニティーらしいと

モンテンルパの思いきた。モンテンルパってご存じですころがござし3 ます。

この

出の一片です。

これは上海にあった同文書院の建物です。

スケッチは、虫橋の今の愛知大学の正門の とこ ろ

そのとき時習館の生徒で、 今、絵の先生を

モンテンルパの歌って、渡辺はま子さんが

あれがモンテンルパ。 いわゆるフィ リ ピ

ンで戦争に参加した日本人が捕らえられてモ ンテ

ンlレパの収容所に入れられた。

歌った、

よね。

です。そのときに同文書

「
昨
日
届
い
た
内
地
の
手
紙
に
先
生
の
名

前
を
発
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懐
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と
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小岩井浮が亡く怠った翌年、愛知大学新開会l立
小岩井海追悼特集号を出版した。

「自由と平和のためにささげた小岩井海先生の62年間
の生涯は、 弾圧と忍耐と貧乏とき悩の連続であった。
．文学少年として． ．麗民、 5甘働速勧家として．．政治

家として．．学者として．そして ．教育者として． の小

岩井海先生の活動の綬底にあるもの｜＆平和と自由
を黙望する．ヒューマニズム．に徹底したものであっ

たといえる。 J

愛強大学新聞
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やっている竹生節男さんという人が書いた絵です それはやっぱり何とか書かせようと思って、うそ

が、「越知さん、これ、あげるよ」って言うもの を言って行った人もいるわけでしょう。そういう

ですから、私がもらうのもうれしいが、これはも 輩もいた というお話が実例であります。

大学展示室寮再現の部屋

っと大事に保管すべきだということで、今、大学

に保管されております。

これが上海同文書院から引き揚げるときに持っ

てきた学籍簿と成績簿です。 この学籍簿の中に、

先ほど言いました杉山好美さんの項があるもので

すから、それに基づ、いて発行したわけです。そし

て、それを知った友達が、同文書院を卒業しなく

ても、もうこんなものはないものだと思って同文

書院の事務局に、同文書院の卒業証明書を書いて

くれといって言ってきた人があるそうです。 だか

ら、こんなものはないと思っていますからね。 そ

ういう人が、「いや、実はこういうものがあるよ」

と言ったら、その人は赤面してしまって、パレち

ゃったわけですね、書 くに書けないわけですから。

そういうふうに、その修了証書があれば全国の帝

国大学に無試験で入れてしまう。それを聞けば、

68 

これが今の『中日大辞典』で、鈴木揮郎先生と

本問先生。このときに、河合陸郎さんが中国を訪

問したとき、享11沫若さんにいろいろお話しして、

そのときに『中日大辞典』の成功を祈ると、 『激

濁揚清』という額をいただきました。

これは先ほど出ました、サツマイモと愛知大学

の関係はそういういきさつで、ひもじい思いを学

生にさせないぞという横田 忍さんの一言でもっ

て、愛知大学の本閉ざんが気に入った という、こ

こに三河人があるぞという意気込みがあった。 そ

のとき、そこにいた神野さんもいろいろご教示を

日易ったそうです。 （パネル 1 8)

これは、ベルリン大学と愛知大学の類似説とい

う新しい論説が出ました。 酒井（吉栄）先生とい

う 憲法学者ですが、その方が「ベルリン大学がで

きたいきさっと日本の愛知大学というのは大変に

似ていると。日本も戦争に負けて荒廃した世の中

に、物はなくても心意気はある、精神力で、立派な

文化国家をっくり上げようといったのがベル リン

大学で、愛知大学も同じ気持ちだと 。 そこで、今

度はそういうような論文をお書きになった。ベル

リン大学 と愛知大学のつながりはどういう関係か

らきたのか。そういうつながりがあるという一つ

の論説が出ました。

豊橋に杉田有窓子さん という方がおられまし

て、その人が大磯にある吉田 茂さんという戦後

の首相のところに対談をしに行って、イギリスの

ロンド ンの話をしたと。豊橋とロンドンの関係は

という、何か話をしたら、「そんなものは関係な

いじゃないか」と、吉田茂さんが言ったという

んですね。そしたら杉田有窓子さんが、「いや、

テムズ川と豊川は海でつながっている」と。そう

いう縁というのを、いろいろな縁の仕方もあるの

だなというお話がひとつあります。 それはちょっ

と違った ことですが、 これは本当に、ベルリン大
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学ができたときの経緯、 日本の愛知大学ができた

いきさっというのは全く相似点で多いということ

で、 一つ、 論文としてこれから浮き出てくるので

で、写真をやっていたんです。先鋭分子に私は関

係ないんだけれども 、 僕たちが愛大を使って写真

を焼いたりなんかすると 犯罪にすぐ狙われると

はないかと思っております。

これが、先ほど申しました響察手帳とお巡りさ

んとその時分の拳銃です。 これは本物を写したん

困るので、「越知さん、焼いてくれんか」

夜、原版を持ってきたものですから 、

て差し上げた。

といって、

それで焼い

ですから、 つくった写真ではないです。 これは私 これを警察の方では、過剰防衛と同時に、 これ

が写真を焼いていたから本物です。原版を頼まれ をj最ってしまってある力主ら、 それは犯罪だという

て、 fム、 その時分に愛大の写真部におりましたの わけですね。 ところが、愛知大学は、

世界大学史から見た愛知大学
～ベルリン大学との共通点～

世界史との関速で愛知大学を捉えることも可能である。
愛知大学は東亜同文書院大学の縫示校というべき存在であるが、
一方で、敗戦を経てゼロから出発した新しい大学でもある。
特に、ベルリン大学の創立が愛知大学のそれと類似している．
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ベルリン大学創立
ベルリツ大学10:、 19世記初頭巴樹立された＇ I 日日6年フランスのナポレ;tンとの戦いE駐北し怠ブロイh

::Jlcl、 フラyユに対して領土留詔 ・ lE>額由賠償金支払いE行わ怠貯れば怠51Jかった。こうした状況下、
フィルへんム三世l手「わが国ほ、その物質的怠刀巴おいて失つ怒号のを、精神的な力でもって褐わな〈て
le!な5ない」と刀説し担。その結果、 1609年フyポJレトガ宗教公敏宵長官区n佳し、型1 810年ベjレリy

文学ガ創立されEのである。

『文化悶家J とiま
フジポJしト旬、高等学問機関の翻意からの狙立を主到し、「文化国家」というS.2.l!fi苦悶した．彼巳より

形作られ設j且邑れ担「文化留家」と眠、国家が文化を積極悶巴庇揺する!Ii合巴成り立つものであり‘国家
10:由民1f自由にかつ葺おE真の学問をすることができるぷうにする義務を膏するが、国家ガ学問巴対して
干渉することは併され主ょいというものである． この者え方は、 1816年巴制定され定べJしリy文学学問の問
沼を繰ったシユライエルマッへん、 初代組員E鼠佳し定フィヒテE共通ザる諸島であったといえる，

ベルリン大学と霊知大学の共過点
一方、愛知大学砿日本臨輔の翌年包創立され担庁、 開争直後巴国生したという点でべjレソy大学に類似
している。のみ怠らず、「文他国家Jの理:l:ll:停現している点巴おいても、共通する．愛知大学也愚容E鼠‘
第二次世界大戦Eよる日本の物質的 ・ 精神的託廃在荷直し、学問、思想、文化在任巴関L、そしτ国際的
寂賓と視野e:I盲コ世界文化と平和Cr!献する人招を腎成する乙とtJ品われている。ここ巴、「文化国家J と
いう理念式T縫2罰されているといえよう．

愛知l大学創立の！illllづ吋
ま定、愛知大学の剖立眠、当時の日本の時代の!I,慢を強〈受けている。惨なわち、販路置が占領されて
いる渇合、その閣内活巴優先して連合国宿高司令部の活的規制E：隠さねばな5ザ、司古都の鎚寄・指令ガ
便位するという状況下で創立されたのである．ちょうどその時期ほ、日率
直患遺制定（1 946年）の時期と!lita:っており、市盟主a ・超国家主誌を除去
し、 平和の新国家を再建しようとする窓気込みが伝わってくる．
愛知太出陣、ま定、東亜同文書院大学を継＂＇している点巴おいてもユニー
ヲである. ，量的（de jure）巴みれば愛知太学は！日大学令巴基づいて fl8副

大学J として認可されだもので、東亜向文書院大よとlc!f!J留の大Eまである．
しかし‘ これを忠実（do facto）からみれば、 !It立区あたってほ東彊i司文大
学窃院大学の共同伴的安停が穆在しており、 日中研究の摂周回、現在もなお
愛知大学.：ldii,されているからである． ［~渉担湯”笛磁波掴災学!l包貧困
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。『

をしてはいかんと。だから、すぐ返せというわけ

で、あくる日に持って行ったんです。だから、預

かったんだと。預かったとか借りたというのが本

問先生でした。やっぱり違う。そのくらい本問先

生は裁判においても、家族の一員だと思って、時

には先鋭分子を叱りますよ。先鋭分子に対して、

その前の年には自主退学を願ったんです。おまえ

たちはやり過ぎるんだと。行き過ぎちゃいかんよ

と。中和の精神でいかにゃいかんと言ったことも

ある。だから、子供は叱るときは叱る。しかし、

悪いことをしても自分の三親等以内だというわけ

で、精いっぱい弁護するわけです。その一つの実

例としても、警察は完全に「警察官の所有物を取

って保持したじゃないか」と。「いや、預かった

んだJ と。大分違いますね。そういう考え方。

裁判の問題になりますとちょっと学問的になり

ますので、次にまいりましょう。

では、警察官はどこから入ったって、警察官は

またうそを言っているものですから、本問先生も

怒っちゃうわけです。これが北門で、こちらから

お巡りさんが入っているんです。鉄条網がある土

手があって、そこをくぐって入ったので服が汚れ

て傷になっている。それを、「ここから入ったん

じゃない。向こうの北門から入ったんだJ と、こ

う言う。なぜかというと 「怪しいやつが通って

行ったから、それを追っかけて入っただけだ」と、

こうやって言う。「いや、そうじゃなし勺。さっき

お話ししたように、その時分、先鋭分子のスパイ

活動を調べようと思って公安宮が動いていたわけ

ですね。そういうようなことを知っていたから、

まあ、ぼちぼちきょうあたり来るぞというわけで

待っていたら来たと。ねずみとりにはまったよう

なものですね。ここで捕らえられて、手帳とピス

トルを取り上げられて、それで詫び状文を書かせ

たと。それを行き過ぎだということになって、今

度は、大野署長さんが600人の警察官を動員して

愛大を包囲して逮捕した。

その署長さんは、皆さんご存じの、これも皆さ

70 

んが聞くのはきょう初めてかもわかりません。新

聞にも出たことがなし迎。その署長さんは大野佐長

さんといいます。大野佐長さんは、そのあくる年

に豊橋の市長になって、大博覧会も成功して市長

を 2 期 8 年やっています。そして、その市長さん

は男の子ばかり子供さんが 3 人おります。長男は、

そのときに愛大の学生、次男はまだ大学生ではな

かったので、高校から東京の大学へ行きたいとい

って、お父さんの大野佐長さんに相談したと。そ

したら大野佐長さんが、「そんな東京へ行かんで

も、豊橋に優秀な先生がいて、こんなに立派な大

学がある。行く必要はない」と、こう言ったんで

すね。それで、 3 男の方も愛大で、全部 3 人とも

愛大なんでトす。その警察署長さん、市長さんの息

子さん。それは、やはり大野佐長としての愛大の

見方、親としての愛大の見方、先鋭分子に対して

は厳しいけれど、愛知大学を、しっかり物を正確

な目で見ていたお父さんだなと私は思う。皆さん

も、今お話しすればそう思われるでしょう。

そういうようなことで、警察官がうそを言って、

怪しい者が入って行ったから追ってきたと。そう

じゃない、初めからスパイ行為をしようと思って

やってきたわけですね。そういううそを言うので、

本問先生も学生に、だれが見た、どこで見た、ど

うやって入ってきたということを調べて、学生の

目は輝いている、うそは言っていない目だ、よし、

それじゃ、おれが弁護士をやって勝とうといって

頑張った。子供を守ろう、学生を守ろう、大学の

自治を守ろうと思って一生懸命ゃったということ

です。そういう一つの実例です。

これは、北門での本問先生の現場検証です。こ

のときに奥さんがガンで亡くなっています。奥さ

ん大事か、大学大事かという問題であります。ど

っちも大事ですよね。

これは、さっき言った、 13 人全員遭難をした、

薬師岳の遭難事件です。（パネル24)

愛知大学ができたてのころは、同文書院京城帝

大、大学ではよく生徒さんたちはこういうマント
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l 年

に l 巨l こういう、マン ト じゃないけれども、下駄

をこういうふうに履いて応援団をやりますね。

よく議論を して歩いていたんですね。

し

の後援会の顧問をやっているものですから 、この帽子をかぶって

その時分は、

マント姿で、学生服の上にぱっとマントを羽織る。

そのスケッチを書いてくださったのがさっき言っ

きょうも片桐先生に

来てくださいよと言ったんですが。

姿で、

その

こういう一時

哲学を愛

それから、本やノ ー トを必ず

持って、手拭いを腰にぶら下げていて、本当にま

た楓爽とした形だというけれども、

期がありま した。 もう新制大学になってからこう

なんじゃもんじゃという、

するというのかな。

かし、

議論をした、た竹生先生。 ｜侍習館の生徒時代のときの愛大の学

生服。 これは面白い。 マントに棋の足で、破れた

帽子、厚い下駄、これは「ほうば」

今はありませんか。 今は、応援団は応援団のリ ー

ダー公開会にはこの服を着せて、今、私は応援団

というのか、
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いう姿は見られませんでしたけれども、最初の時

分はこういう形であそこらを悶歩していた。

愛知大学は、その時分、学生たちでも社会に物

すごく貢献していたんです。 社会活動というか、

今でいう NPO みたいなものですけれども、何で

もそういう形で、例えば引j若者のお手伝いを舞鶴

にまとまって行ったり、そういうことを愛知大学

の生徒はやっておりました。

愛知大学は野球とか柔道が盛んで、いつも愛知

大学は応援団を含めて、 豊橋の駅の前でああやっ

て見送りをやっていました。 「フレ 一、フレ一、

愛知l大学」って、もう皆さんがたかつて見ている。

今、こちらは女子短大のあたりになっています

ので、使っておりません。 こういうふうに、名古屋

の夜間部ができたときの学生たちが勉強した車道

の校舎です。 （パネル 28)

学生のこういう寮生活とか教室の姿。

これは、ナン ジャモ ンジャと菩提樹の木。

夜間部・短期大学部の発足と変遷
－現在の 2 部と女子短大のルーツー
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@J成期のユニパーシティ ー エクステンシヨンの

0 一環として、 本学le!:夜間節度や夜間学級、さうに
乏 は大学別科を開股して、勤労しつつ学13i地域住民

の向学心に応えてきた。これらの人々の熱心主主要

望に沿い、 本学の夜間課程を確立させるべく、
1 950（昭和25）年に短期大学音防型機 ・名古屋 （湧

戸 車道）の両校舎で発足した。すt;r.わち、これは現在

夜間間期大字B溶接IH豊田｝ 文科講 112！草費生 （ 1952年3月｝

圃その後、夜間の4年期l化への要望が強くな

ったことで、学部の夜間部（2部）も1956年

に股置された包 いっぽう‘ 地方都市での女子
の高等教育の場を求める声も強くなったこと
で、 昼間女子の短期大学部も1959年に開設

された。 「女子短大創IJ/i\i期J は教居室員と学生
との交流が特に密で、多種の行事が組まれて

当初から活況を呈した。

夜間の短大宮創立 1 979年に、 4年期lに一本

化される形で全廃となった。

の墜構校舎での女子短大部とは別の、いわば「元

祖」「初代J の「愛大短大部」である。

女子掴l町文学問，.館に芯コた
l日随辺flffi社｛現在1i不世周｝



愛知大学のユニークな卒業生、三本松。平松礼

二画伯。 今、 多摩美術大学から了徳寺大学の学長

をやっております。

これが松浦元男君といいまして、世界ーで、小さ

な 100万分の l の歯車、まだ使い物になるかどう

か、検討中。

それから、これが日本を代表する世界の写真家

の東松照明氏。 写真展もやりましたね。

豊橋と愛知大学

これは、中日友好協会の孫 平化さんですが、

本問先生が入院されたときにお見舞いに持ってき

た書です。 （パネル35)

これは、 写真部の東松照明氏が撮った写真を真

似して学生が撮ったんだけれども、全然違います

ね。最近、写真部の学生が撮った写真、 55年前

と東松が揮った写真です。 （パネル3 1 )

こういう形で、今回写真展をやるについて皆さ

日中友掠協会との関わり
孫平化氏の手紙
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愛知大宇品、田中置好也会へ中自大震興10001司を摺呈した鰻の哩II!日

E軍平化氏（1 9 1 7～1 997年）！志、戦後一貸し
て日中友好に鍔めた人物。 政府間の交流が存在し
忽い期間にも民間活動の立場か5設立された日中
友好也会の会長を長く務めた。

1 996年6月22日、愛知大学＠il'L50周年記念
日中国際シンポジウムが聞かれた擦にl誌、 名古屋
国際センターホールに招かれた。日中間の震史や
展望などについて日本路で酪渓を行い、市民や留
学生芯ど約280名が窓筒した。

2006年．孫平他氏の量がE凶ぴ;,ie1.：笥篇邑判事

パネル35
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んから資料を集めさせていただきました。

ありがとうございました。

それでは最後に、ち ょうどあと 2, 3 分ですね。

スライドを終わりまして、したがって、今ごらん

になっていただいたように、資料に基づいてエピ

ソードなんかも、まだ話を聞いたことがない方、

あるいはそれを言ってよかったのか、悪かったの

か、ちょっとわかりませんけれども、エピソード

を中心にして、愛知大学の歴史をお話ししました。

パネル28
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豊橋と愛知大学

平和の精神というか、和の精神を物すごくうたっ

ている。今年でも、平和 ・ 交流 ・ 共生の都市へと
[VJ 

いうアピールをしました。最近は、正月の懇談会

のときには、「動かざること 山のご とし

これからの愛知大学

静かな

これは風林火山から

きているわけですカ人それをもじって、山から材〈

へおりて来て 、 その話を東三河から湖西を含めた、

そういう広域経済圏を考えているような口ぶりの

お話をされました。本問先生と早川さんがちょっ

と似ている ところは、やは り 、「致中和」の精神、

「中和を致して天地位し 万物育す天行は健な

という言葉をものすごく大切にされているよ

ること林のごとし」なんて、

り」

うで、 リーダーとしては中庸を天命と心得てやる

べきだという信念を持っている。そういう形で、
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朝日新聞

では、これからの愛知大学はどうか。今、愛知

大学は武田信照さん、大阪市立大学大学院を出た

学長先生ですが、この人はなかなか論客の先生で

して、専門が経済学史、貨幣価値形態論の研究を

されま して、若いとき、久留間鮫造さんと論争を

する、そういう学究肌の先生であります。愛知大

学は名古屋に車道校舎、 三好の校舎、豊橋の 3 つ

のキャンパス、生徒数が9,800人、教員数400人余、

卒業生 12万人で、 外国との提携27校、市民に開

放された基礎講座として、オープンカレッジや孔

子学院で生徒数が8,500人あります。そういうこ

とで、 将来も愛知大学は期待されておりまして、

前回、新聞でごらんになったと思いますけれども、

笹島キャンパスを名古屋市に申し込んだという記

事が朝日、中日に載っておりますし、特に愛知大

学は、さっきもお話ししましたように、ロース ク

ール、大学院大学の司法試験合格率が72 %、 1 8

人中 13人受かったという愛知大学の特徴をどん

どん皆さんとともに、愛知大学とともに栄えてい

かなければならない と思っております。

豊橋の方は、早川市長が愛知大学の卒業であり

まして、財政学あるいは金融学を勉強しておりま

す。愛知大学も立教大学も特待生で、物すごい勉

強家なんです。立教大学のときには副手もやらさ

れたそうです。そういうことは、あの早川さんも

言いたがらないそうで、私が今度ちょっ と話をす

るからというわけで・秘書課に電話したら、

り言わないでくださいよということで、なかなか

そういうことで勉強家です。そ して、子供の将来

ということをものすご く考えております。 それが

農さんに諮問委員会の委員

あんま

75 

さっき言った、四方

になってもらった。

早川さ んは、座右銘が（誠心和気、和気百福、

和気陽春「万花咲き薫ってこそ春」）というように、



愛知大学の倉1立者のエピソードも加えてお話をさ

せていただきました。

1 1 時半になりましたので、私のお話は終わら

せていただきます。ありがとうございました。

越知専氏講演 r豊橋と愛知大学J (2007.1.23 カリオンピルにて）アンケー卜内容（当日集計分）

感想文（一部省略・訂正あり） 性別 年齢

H・H・愛知大学の成り立ち等知りませんでした。今日の話を孫に聞かせ皆々様のご苦労にむくいたいと恩
女 68 

います。愛犬と中固との交流、意外でした。

地元大学の見方変わりました。有益なお話ありがとう。 男 83 

愛知大学の知らない過去を初めて知りました。今年は孫が短大に受験予定で身近に感じて、合格したら
男 69 

内容を教えてやりたいと思いました。．

わかりやすい話で、しかも言葉もはっきりしていらして大変聞きやすく、あきない l 時間半でした。ぜ
女 78 

ひ I 度愛大をお訪ねしたいと恩いました。

……本日は愛大に関する様々な事で初めて関〈事が多く、ありがとうこ’ざいました。スライド中心で堅
男 77 

苦しくなく気楽に聞けました。

……1時間半の愛知大学の流れの講演を聞き、入口に片足ぐらい入らせていただき、もう l度お話を伺
女 68 

うともっと興味が出ると思います。校内のなんじゃもんじゃの樹木ぜひ見学したいです。．．

愛大事件については、政治的・思想的背景があり、当時の国際情勢（朝鮮戦争）などとも連なっている
男 75 

ども聞いている。 1度くわしく聞きたいと思う。

……学生や豊橋市民の中には、豊橋の歴史、愛知大学の歴史を知らない人も多いと思いますので、豊橋
男 28 

の発展、愛知大学の発展のためにも、ぜひほかの所でも講演を聞いてほしいと思います。

荘、も愛知大学の近くに住んでおり、渥美線を利用しており、 10数年前に市の施設見学で学内を〈わし
く説明していただき、また孫を連れてなんじゃもんじゃも見せていただき、ありがたい思い出が一杯で 女 80 

す。よい勉強をさせていただき、ありがとうございました。

昔を思い出しながら、懐かしく楽しく聞かせていただきました。昔の先生方が骨のあったのに感動しま
男 80 

した。

－愛知大学についての今までの認識を改める
－今日の講座は最高の感銘を受ける

……たいへん有意義に過ごせました。越知識師の話しぶり、わかりやすく、ゆっくりと音声もよく、高
男 74 

齢者向きでたいへんよかった。次回もよい会を聞いていただきたいと思っています。

おじは同文書院の卒業生。新聞記者、中学教員となったが、戦中は警察からにらまれていた。しかしそ
の息子は、沖縄の尚学高校を創設するなど、沖縄の教育に頑張っている。講座を拝聴して、おじはすば 努 79 
らしい人だったなと感動した。……

知られなかったエピソードを聞き、当時のことを恩い出し楽しかった。文どこかで話をして下さい。語
男 77 

り継ぐことが必要だと思います。

愛犬に対してますます愛着を感じました。豊橋の文化の担い手としての愛大の認識を深めたものと、ご
男 82 

努力をご評価申し上げます。

私の娘とむこが当大学卒業生ですので、今日は興味深くたいへん有意義な話を聞き、地元に暮らしてい
女 78 

る私はいっそう大学を愛する気持ちになりました。当大学の発展を心より祈ります。

改めて、同文書院時代からの愛大の姿、知らせていただき感動です。主人も卒業生で、誇りに恩います。 （女）

愛知大学の創成期からのいろいろなことを知り、うれしかったです。主人も上海にいたことがあり、同
女 80 文書院のこと、耳にしていたので身近に感じました。 l度大学の方へも参りたいと思いました。

重量橋と愛知大学とのかかわりについて、きちんとした知識はありませんでした。越知先生の話でよく分
男 74 かりました。・

愛知大学の知らないことばかりで、少しわかりかけ面白かった。 女 73 

愛大のこと、知らなかったお話を聞かせていただいてありがとうございました。 l 度ウォーキングをか
（女） 76 ねてお訪ねしたいと思いました。．
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